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県
央
・
県
北
地
域
の
教
育
・
文
化
の

振
興
と
教
職
員
の
教
養
、
福
利
厚
生
の

向
上
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
一
般
財
団
法
人
相
模
原
教
育
会
館

も
、
昨
年
、
30
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
教
育
関
係

者
を
は
じ
め
多
く
の
地
域
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
「
会
館
だ
よ
り
」
に
記
載
の
と

お
り
、
相
模
原
教
育
会
館
は
「
ふ
れ
あ

い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
多
く
の
事
業
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
や
い
じ
め
、
虐
待
と

い
っ
た
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る
昨
今

の
情
勢
に
お
い
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
よ
り
連
携
を
深
め
、
社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
や
価
値
観
の
多
様
化

に
と
も
な
い
家
族
形
態
や
共
同
体
と
し

て
の
地
域
の
あ
り
方
が
変
化
し
、
さ
ら

に
は
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
人

間
や
自
然
・
動
植
物
と
直
接
に
ふ
れ
あ

う
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

な
り
ま
せ
ん
。
10
年
前
の
ユ
ニ
セ
フ
の

調
査
で
は
、
自
分
が
孤
独
だ
と
感
じ
る

15
歳
の
子
ど
も
の
割
合
は
、
す
で
に
約

3
割
に
お
よ
び
世
界
で
最
も
高
い
も
の

で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
現
代
の
日
本
社
会
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
明
る

く
元
気
に
、
そ
し
て
笑
顔
で
過
ご
せ
る

よ
う
努
め
る
の
は
大
人
の
責
務
で
す
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
「
人
間
の
ほ
ほ

え
み
、
人
間
の
ふ
れ
あ
い
を
忘
れ
た
人

が
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
貧

困
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま

す
。相

模
原
教
育
会
館
の
設
立
趣
意
書
に

あ
る
「
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
、

自
然
・
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
人
間
と
し

て
育
つ
」
こ
と
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
多

く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

役
職
員
一
同
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
相
模
原
教
育
会
館

理
事
長

福
岡

修
一

思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な

人
間
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

「
ふ
れ
あ
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事
業
を
展
開

理事長 福岡 修一

「親と子のふれあいカルチャー教室」のひとこま



�
2
0
1
6
年
度
事
業
報
告

�
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

甘
い
さ
く
ら
ん
ぼ
と

手
打
ち
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
つ

6
月
18
日
（
土
）、「
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
ツ
ア
ー
」
が
39
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
で
の
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
で
は
、
髙
い
所
に
ま
で
手
を

伸
ば
し
て
真
っ
赤
に
熟
し
た
甘
い
さ
く

ら
ん
ぼ
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
お
昼
は
、
そ
ば
打
ち

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
は
な
か

な
か
難
し
い
も
の
で
し
た
が
、
親
子
で

力
を
合
わ
せ
て
打
っ
た
そ
ば
は
と
て
も

香
り
が
良
く
、
郷
土
料
理
と
と
も
に
ゆ

っ
く
り
と
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
の
忙

し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
心
豊
か
な

ひ
と
と
き
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

家
族
・
仲
間
と
と
も
に
、
ゆ
っ
た
り

と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
の
恵
み
を
堪
能
で

き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

�
人
権
・
解
放
教
育
研
修
会

人
権
を
守
り
共
に
生
き
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

6
月
23
日
（
木
）、「
第
1
回
人
権
・

解
放
教
育
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。「
家
庭
・
子
ど
も
た
ち
を
Ｄ
Ｖ
か

ら
守
る
た
め
に
は
〜
Ｄ
Ｖ
根
絶
に
む
け

て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
栗
原
加
代
美
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

女
性
・
人
権
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ス
テ
ッ
プ
」）
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
被
害
の
原
因
や
現

状
、「
Ｄ
Ｖ
加
害
者
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
考
え
か
ら
始
ま
っ
た
Ｄ
Ｖ
加
害
者

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
月
26
日（
木
）、「
第
2
回
人
権
・
解

放
教
育
研
修
会

自
立
と
共
生
を
め
ざ

す
教
育
研
修
会
」
を
湘
北
教
職
員
組
合

女
性
部
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

日
本
〜
『
居
場
所
』の
な
い
男
、『
時
間
』

が
な
い
女
〜
」
を
テ
ー
マ
に
水
無
田
気

流
さ
ん
（
國
学
院
大
学
）
が
講
演
を
行

い
、
働
く
女
性
を
め
ぐ
る
状
況
の
過
酷

さ
や
女
性
関
連
政
策
の
矛
盾
等
を
指
摘

し
、
男
女
を
問
わ
な
い
総
合
的
な
働
き

方
・
暮
ら
し
方
の
見
直
し
の
必
要
性
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

年
2
回
の
開
催
で
約
1
9
0
人
の
参

加
が
あ
り
、
様
々
な
環
境
に
お
か
れ
た

子
ど
も
た
ち
や
女
性
の
人
権
を
尊
重

し
、
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

�
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
映
画
会

人
気
映
画
「
く
ま
の
ア
ー
ネ
ス

ト
お
じ
さ
ん
と
セ
レ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
」を
4
会
場
で
上
映

夏
休
み
に
入
っ
た
7
月
下
旬
よ
り
4

会
場
（
相
模
原
教
育
会
館
・
津
久
井
中

央
公
民
館
・
愛
川
町
文
化
会
館
・
大
和

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
で
親
と
子
の

ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
く
ま
の
ア
ー
ネ
ス
ト
お
じ
さ
ん
と

セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
」
は
く
ま
の
世
界
と

ね
ず
み
の
世
界
で
起
こ
る
友
情
と
冒
険

の
物
語
で
す
。
ど
の
会
場
で
も
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
様
々
な
世
代
の
方
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
「
友
情
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」「
他
人
を
許
す
こ
と
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

�
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

赤
・
青
・
黄
・
白
の
4
色
か
ら

ど
ん
な
色
で
も
作
れ
る
！

7
月
26
日
（
火
）、「
キ
ミ
子
方
式
」

で
お
な
じ
み
の
松
本
キ
ミ
子
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
「
ふ
れ
あ
い
カ
ル
チ

ャ
ー
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
計
19
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
は
3
原
色
（
赤
・
青
・
黄
）
と

白
色
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
「
色
作

り
」
を
行
い
ま
し
た
。
4
色
か
ら
何
十

色
も
の
色
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
壁
一

面
に
掲
示
さ
れ
た
作
品
を
見
て
、
感
嘆

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後

は
、
す
い
か
を
題
材
に
し
て
作
品
を
仕

上
げ
ま
し
た
。
本
物
そ
っ
く
り
の
み
ず
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み
ず
し
い
す
い
か
の
絵
が
た
く
さ
ん
仕

上
が
り
ま
し
た
。
一
日
を
通
し
て
、
色

の
作
り
方
や
筆
遣
い
、
画
用
紙
の
使
い

方
等
の
技
術
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
3
原
色

を
使
っ
た
色
作
り
を
授
業
で
も
実
践
し

て
い
き
た
い
」「
4
色
の
絵
の
具
で
、

い
ろ
い
ろ
な
色
が
作
れ
て
楽
し
か
っ

た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
に
渡
っ
て
開
催
し
て
き
た
「
キ

ミ
子
方
式
」
に
よ
る
絵
画
教
室
も
こ
こ

で
区
切
り
と
し
、
2
0
1
7
年
度
は
、

新
た
な
内
容
で
ふ
れ
あ
い
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
親

子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
教
養
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
今
後
も
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
湘
北
教
職
員
体
育
大
会（
球
技
の
部
）

3
会
場
で
2
0
5
人
が
参
加
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

10
月
13
日
（
木
）・
14
日
（
金
）、
第

49
回
湘
北
教
職
員
体
育
大
会
（
球
技
の

部
）
を
相
模
原
市
内
3
会
場
で
県
央
・

相
模
原
地
域
内
各
教
育
委
員
会
後
援
に

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
の
5
種
目
に
、
若
手
教
職
員
を
中
心

と
し
た
2
0
5
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
市
外
の
様
々
な
教

職
員
と
交
流
で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
」

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
参
加
で

き
た
の
で
楽
し
か
っ
た
」
等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
は
10
月
に
陸
上
の
部
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

�
教
育
文
化
講
演
会

水
澤
心
吾
さ
ん「
決
断

命
の
ビ
ザ

〜
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
杉
原
千
畝
物
語
〜
」

を
一
人
芝
居
で
演
じ
る

1
月
31
日
（
火
）、
相
模
原
教
育
会

館
で
、
教
育
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
俳
優
の
水
澤
心
吾
さ

ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、一
人
芝
居「
決

断

命
の
ビ
ザ
〜
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
杉
原
千

畝
物
語
〜
」
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。
例
年
の
講
演
会
と
は
異
な

る
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
シ
ア
タ
ー
風
の

会
場
で
行
い
、
約
60
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
一
人
の
決
断
で
6
千
人
も
の

命
を
救
っ
た
外
交
官
杉
原
千
畝
の
生
き

方
や
「
決
断
す
る
勇
気
」
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
に
強
く
訴
え
る
内
容
で
、
参

加
者
か
ら
は
「
東
洋
の
シ
ン
ド
ラ
ー
と

呼
ば
れ
る
杉
原
千
畝
の
決
断
に
は
心
を

打
た
れ
た
」「
迫
真
の
演
技
に
言
葉
を

失
い
、
と
て
も
感
動
し
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
2
0
1
8
年
2
月
中
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
退
職
教
職
員
税
務
説
明
会

確
定
申
告
の
手
続
き
の
し
か
た
や

申
告
書
の
作
成
方
法
を
学
ぶ

2
月
4
日
（
土
）、
県
央
・
相
模
原

地
域
の
退
職
教
職
員
を
対
象
に
「
退
職

教
職
員
税
務
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
湘
北
退
職
教
職
員
の
会
と
の
共
催

で
、
毎
年
確
定
申
告
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
約
20
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

5
人
の
税
理
士
を
講
師
に
迎
え
、
退

職
後
の
所
得
に
対
す
る
初
め
て
の
確
定

申
告
の
手
続
き
の
し
か
た
に
つ
い
て
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、わ
か

り
に
く
い
項
目
等
に
つ
い
て
、個
別
に

丁
寧
な
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
申
告
書

の
計
算
・
作
成
方
法
を
学
び
、
好
評
の

う
ち
に
説
明
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

相模原教育会館の会議室や
和室を利用してみませんか？

（一財）相模原教育会館は、300人以上
が入れる大会議室や詩吟等の練習がで
きる和室まで、様々な部屋を貸し出し
ています。ぜひ、ご利用ください。

料金
1時間 600円
1時間 600円
1時間 600円

小会議室（1）（2）は合わせて1室（机使用60名）として利用できます。
1時間 600円

1時間1800円
1時間1800円

大会議室（1）（2）は合わせて1室（机使用240名、椅子のみ使用360名）として利用できます。
1時間 300円

机使用 120名 椅子のみ180名
机使用 120名 椅子のみ180名

定員
机使用30名
机使用30名
机使用30名

座卓使用18名

机使用10名

室名
小会議室（1）
小会議室（2）
小会議室（3）

和室
大会議室（1）
大会議室（2）

控 室
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�
地
域
に
根
ざ
す
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に

1
�
教
育
文
化
振
興
事
業

（
1
）
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
映
画
会

・
期
日
・
場
所8

月
24
日
（
木
）

津
久
井
中
央
公
民
館

8
月
25
日
（
金
）

海
老
名
文
化
会
館

8
月
26
日
（
土
）

相
模
原
教
育
会
館

8
月
27
日
（
日
）

愛
川
町
文
化
会
館

・
内

容

映
画
上
映

（
自
然
や
動
物
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
）

・
対

象

一
般

（
2
）
教
育
文
化
講
演
会

・
時

期

2
月
15
日
（
木
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

文
化
・
教
養
の
向
上
に
資

す
る
も
の

・
対

象

一
般

（
3
）「
教
育
会
館
だ
よ
り
」
の
発
行

・
時

期

年
1
回

・
内

容

実
施
事
業
の
報
告
及
び
Ｐ
Ｒ

・
対

象

一
般

2
�
教
職
員
福
利
厚
生
事
業

（
1
）
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
斡
旋

・
時

期

3
月
（
前
期
日
程
分
）

5
月
（
後
期
日
程
分
）

・
内

容

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
（
プ
ロ

野
球
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
戦
）

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
斡
旋

・
対

象

教
職
員

（
2
）
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

・
時

期

6
月
17
日
（
土
）

・
場

所

山
梨
方
面

・
内

容

家
族
が
自
然
や
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
体
験
や
活
動

・
対

象

教
職
員
と
そ
の
家
族

（
3
）
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

・
時

期

7
月
25
日
（
火
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

理
科
実
験
教
室

・
対

象

教
職
員
と
そ
の
家
族
、

小
・
中
学
生

（
4
）
国
際
交
流
教
育
事
業

・
時

期

8
月
上
旬

・
場

所

大
和
市

・
内

容

日
韓
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
・
交
流
行
事

・
対

象

県
央
・
相
模
原
地
区
中
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
、
教
職
員

（
5
）
歴
史
・
文
化
散
歩

・
時

期

9
月
中
旬

・
場

所

未
定

・
内

容

歴
史
や
文
化
、
由
緒
あ
る

場
所
な
ど
の
見
学

・
対

象

退
職
教
職
員

（
6
）
湘
北
教
職
員
体
育
大
会

（
陸
上
の
部
）

・
時

期

10
月
中
旬

・
場

所

湘
北
地
区
内
会
場

・
対

象

教
職
員

（
7
）
人
権
・
解
放
研
修
会

・
時

期

6
月
22
日
（
木
）

1
月
25
日
（
木
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

人
権
課
題
に
対
す
る
意
識

理
解
を
深
め
る
た
め
の
研

修
会

・
対

象

教
職
員

（
8
）
学
習
交
流
会

・
時

期

10
月
下
旬

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

学
校
現
場
の
教
育
課
題
に

つ
い
て
の
話
し
合
い

・
対

象

教
職
員
、
退
職
教
職
員

（
9
）
教
育
・
教
養
研
修
会

・
時

期

12
月

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

教
育
課
題
に
関
す
る
研
修
会

・
対

象

教
職
員

（
10
）
退
職
教
職
員
税
務
説
明
会

・
時

期

2
月
初
旬
（
休
日
）

・
場

所

相
模
原
教
育
会
館

・
内

容

確
定
申
告
に
関
す
る
説
明

・
対

象

2
0
1
6
年
度
退
職
教
職
員

（
11
）
物
資
斡
旋

・
時

期

随
時

・
場

所

各
学
校
・
各
教
職
員
よ
り

申
し
込
み

・
内

容

物
資
販
売
の
斡
旋
案
内

・
対

象

教
職
員

3
�
教
育
会
館
運
営
及
び
生
命
共
済
事

業
等

（
1
）
会
議
室
の
貸
室

・
時

期

通
年

・
内

容

教
育
会
館
内
会
議
室
の
貸

出
案
内
・
調
整
、
施
設
整

備

等

・
対

象

各
構
成
団
体
、
一
般

（
2
）
湘
北
教
職
員
生
命
共
済

・
時

期

7
月
下
旬
〜
9
月
中
旬

（
説
明
会
・
加
入
手
続
き
）

2
月（
保
障
制
度
開
始
）

・
内

容

2
0
1
8
年
度（
第
32
期
）

更
新
推
進
事
業
、新
規
・
継

続
加
入
説
明
・
通
知

等

・
対

象

教
職
員

4
�
そ
の
他

（
1
）
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
時

期

通
年

・
内

容

教
育
会
館
の
紹
介

（
設
立
趣
旨
、
会
議
室
貸

出
案
内

等
）

2
0
1
7
年
度
一
般
財
団
法
人
・
相
模
原
教
育
会
館
事
業
計
画

№68 (4)教 育 会 館 だ よ り2017年4月1日


